
 
 

 

2025 年度鳩ヶ原・天谷湿原『自然再生作業』実施要領 
主催：蒜山自然再生協議会 共催：（一財）日本緑化センター      
共催：鳥取大学農学部附属フィールドサイエンスセンター      

趣旨：岡山県北部、真庭市蒜山高原にある鳩ヶ原および天谷湿原は、希少な動植物

が残る生物多様性の保全上重要な半自然草原および湿原で、2024 年には自然共生サ

イト「蒜山高原鳩ヶ原草原及び周辺湿原」として認定されました。 

 鳩ヶ原では、近年、蒜山でも生息個体の増加が進むニホンジカによる植生の食害が

懸念されており、今年度から春～秋までの防鹿柵（電気柵）の設置を始めました。

今回の作業では積雪や翌年の山焼きに備え、一旦電気柵を撤去いたします。 

天谷湿原では、森林化や地下水位の低下などにより、劣化が進んでいます。そこ

で、2022 年度に調査を実施し、それにもとづいた再生計画により作業に着手しまし

た。今年は再生作業４年目になり、半自然草原である鳩ヶ原との連絡歩道も整備し

ます。みなさんの奮っての御参加をお待ちしております。なお、自然再生士の方

は、CPD（造園及び樹木医）申請用の修了証を発行します。また、樹木医 CPD につい

ては日本緑化センターから一括申請しますので、申込時に樹木医番号をお知らせく

ださい。 
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